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が，スタートしてしまいます。あなた自身，もうお忘れかも
しれませんが，政界引退をめぐるあなたのご発言は，大きくブレていくのです。
　あなたの発言のブレは，普天間飛行場移設をめぐっても問題視され，それが辞任の契機
となったはずです。にもかかわらず，あなたはまた，おなじあやまちをくりかえされまし
た。こうした思いをいだいたのは，わたし一人ではないようです。１２月１８日の次期衆議院
選挙への出馬表明を受けて，たとえば，地元紙の『北海道新聞』は，「引退撤回＊鳩山さ
ん，節操はどこに」と題する社説をかかげました５）。同社説には，「国会議員の言説がそ
の時その時の気分や思い付きでころころと変わるようでは国民は戸惑うばかりだ。まして
政界のトップリーダーである首相まで務めた人物であればなおさらである」としたうえで，
「政治不信を助長し，政治家を軽く見る風潮に拍車をかけるだろう。鳩山氏のためにも残
念なことだ」と記されていました。東京在住のあなたは，この社説をご覧になっていない
かもしれませんね。あっ，失礼いたしました。そういえば，あなたは，次回の衆議院選挙
に北海道９区から出馬なさるんでした。選挙区の地元メディアが，あなたのことをどのよ
うに報じているかは，すでに調査ずみのはずですね。
　思いおこせば，「あの暑い夏の総選挙の日」６），あなたは，２０万１,４６１票を獲得されまし
た。これは，６６.３６％の得票率です。それだけ，北海道９区（室蘭市，苫小牧市，登別市，
伊達市，胆振支庁管内，日高支庁管内）のみなさんが，あなたにたくした期待が大きかっ
たというわけです。しかも，この票数は，全国の最多得票でもありました。そのことに関
して，あなたは，「地元には１日も入れなくて大変申し訳なかったと思っておりますが，
それにもかかわらず２０万を超える得票をあげていただいたと。大変ありがたいことで私
の人生における最高のプレゼントを有権者の皆さんにしていただいたなと心から感謝をし
ています」と語っておられました７）。
　それほどまでに，地元の方々に感謝をしておきながら，聞くところによりますと，あな
たの次期衆議院選挙への不出馬表明を耳にした，「支持団体の連合室蘭の幹部は『事実な
ら，支援者に一言もないまま，勝手に引退を決めるのは無責任だ』と憤った」との報道も
なされていました８）。あなたの身内ともいうべき鳩山総連合後援会の加藤徳治郎・幹事長
も，「納得できない部分もある」とおっしゃっていたようです９）。ですが，後日，あなた
は，「後援会関係者に，退陣を決意した心中などを吐露する手紙を送っていた」そうです
ね。そのなかで，「首相として一度もお国入りできないまま，後援会への十分な相談な
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しに首相辞任や次期衆院選への不出馬を決めたことを謝罪」なさったとか・・・１０）。“友
愛”の精神，ここにみたりといった印象を受けました。
　そのお気持ちが伝わったんでしょうか，２０１０年６月１７日の地元紙には，「鳩山由紀夫前
首相の次期衆院選への不出馬表明に対し，１６日の幹部会で受け入れの方針を決めた地元の
総連合後援会（斎藤修弥会長）。出席者から異論は出ず，今後は事務所の存廃に向けた協
議も行われることになった」とありました。この決定がくだされた背景には，「本人の政
治姿勢に基づく発言」で，「後援会がどうこうできるものではない」との考えがあったよ
うです１１）。とはいえ，総連合後援会幹部会は，「鳩山に再三説明を求めたが，届いたのは
Ａ４判の文書３枚」だけであったともうかがっています１２）。
　ところが，７月１７日，地元入りしたあなたは，「後援会会合で涙ながらに『辞めない
で』と言う方がいて胸を打たれました。そういう声に心が動くのは人間として当然だと思
います」との思いから１３），「『日ロも沖縄問題も「言いっぱなしで辞めたらおしまい」と
いう態度は，人間としてとるべきでない』と述べ，首相辞任時の次期衆院選不出馬発言
を撤回する可能性を示した」のです１４）。それにしても，おかしいですね。あなたは，ふだ
んから，ご自分のことを「宇宙人」と称しておられたはずです。そのあなたが，どうして，
ここへきて，ことさら，「人間」であることを強調なさるのでしょうか。
　そして，１０月２４日には，「民主党の状況が思わしくない。自分なりの役割を投げ出して
いいのかという，いろいろな声をもらっている」としたうえで，「議員を続ける方向に気
持ちが傾いてきている。まだ決めていないが今年中に結論を出す」とおっしゃいました１５）。
ですが，考えてみてください。政権交代にかけた有権者の期待をふみにじったのは，あな
たではなかったのでしょうか。よくも，平気で，このようなご発言ができますね。しかも，
なんと，１２月１８日には，あなたは，「政治家の言葉が軽くてはならない。しかし，ふるさ
との皆さまから『地域のために尽くすべきだ』と気持ちをちょうだいし，真剣に考え直さ
なければ，と思った」とおっしゃって，次期衆議院選挙への出馬を表明なさいました１６）。あ
なたのおかげで，厚顔無恥という四字熟語を久しぶりに思いだすことができました。
　こころのお優しいあなたは，きっと，地元のみなさんの涙を目のあたりにして，“友
愛”の情を最大限発揮され，みずからの政治理念を曲げてまで，次期衆議院選挙への出馬
を決意なされたのかもしれません。ですが，公人である政治家の発言ほど，重いものはあ
りません。現に，たちあがれ日本の与謝野馨・共同代表は，「ひとたび口から出た言葉は，
世の中をさまよい歩く。だから，言ったことは守らなければならない。そういう意味で鳩
山由紀夫さんは落第だ」と，あなたの行動を一刀両断になさっておられます１７）。わたしも，
あなたの無責任さには，あきれはててしまいます。結局，あなたの政治理念とは，それほ
札幌大学総合研究　第２号
286
どのものだったんですね。今回のことで，それが，よくわかりました。そのことにこれま
で気づかなかったわたしこそ，「恥」の字がピッタリかもしれません。
　さて，あなたには，もっともっといいたいことがあります。ですが，残念ながら，紙幅
がなくなってきてしまいました。くわしくは，拙著『民主党政権下の日本政治－日米関
係・地域主権・北方領土－』（同文舘出版，２０１１年４月刊行予定）をご笑覧ください。
　最後となりましたが，この手紙の終わりも，「敬具」ではなく，発言が軽く，政治家と
して愚行をくりかえしたあなたにマッチしたことばでしめさせてください。
軽愚
注
１）『広辞苑』〔第６版〕（岩波書店，２００８年），２２４５頁。
２）『朝日新聞』２０１０年６月３日，４面。 
３）『北海道新聞』２０１０年６月２３日，４面。
４）『朝日新聞』２００９年７月２７日，２６面。
５）『北海道新聞』２０１０年１２月２２日，３面。
６）『第百七十三回国会　衆議院会議録　第一号（一）』２００９年１０月２６日，２頁。
７）『朝日新聞』〔北海道版〕２００９年９月２日，２６面。
８）『北海道新聞』２０１０年６月３日，２８面。
９）同上〔室蘭・胆振版〕２０１０年６月５日，２５面。
１０）『北海道新聞』２０１０年６月１７日，２面。
１１）同上〔室蘭・胆振版〕２０１０年６月１７日，２７面。
１２）『北海道新聞』２０１０年６月２５日，２面。
１３）同上〔室蘭・胆振版〕２０１０年７月２４日，３１面。
１４）『北海道新聞』２０１０年７月１８日，１面。
１５）同上，２０１０年１０月２５日，１面。鳩山のこの発言を受けて，「鳩山氏の総連合後援会は２５日，鳩山
氏に対し，年内に地元で議員続投を正式表明するよう要請する方針を決めた」との報道がなされた
（同上〔室蘭・胆振版〕２０１０年１０月２６日，２５面）。
１６）『北海道新聞』２０１０年１２月１９日，２面。すでに，１０日の時点で，鳩山は，総連合後援会幹部に対し
て，「不出馬撤回の方向で態度表明したい。表現は任せてほしい」と語っていたという（同上，２０
１０年１２月１４日〔夕〕，１面）。
１７）『財界さっぽろ』２０１０年６月号，６２頁。
